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１
　
所
在
地
　
　
　
福
井
県
三
方
郡
三
方
町
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名

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
一
〇
月
ぞ

一
九
八
七
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
方
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
辺
常
博

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
泣退
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
、
弥
生
時
代
後
期
ｉ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

田
名
遺
跡
は
、
三
方
町
の
東
部
地
区
の
鮎
川
流
域
平
野
部
の
は
ぼ
中
央
で
標

高
約
五
ｍ
の
水
田
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
。　
一
九
八
六
年
に
当
遺
跡
周
辺
に
お

い
て
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
三

方
町
赦
育
委
員
会
が
事
前
調
査

を
実
勉
し
た
。
遺
跡
の
背
後
の

裏
山
尾
根
に
は
、
円
墳
、
方
墳

が

一
六
基
分
布
す
る
古
墳
群
が

あ
り
、
ま
た
周
辺
に
も
縄
文
時

代
か
ら
平
安
時
代
の
遺
跡
が
点

在
し
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、

古
墳
時
代
の
滞
状
の
落
ち
込
み
、
及
び
奈
良

・
平
安
時
代
の
高
床
状
建
物
な
ど

の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
に
は
、
六
世
紀
前
半
及
び
八
世
紀
か
ら

一

〇
世
紀
代
の
祭
祀
遺
物
が
多
い
。
前
者
で
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
の
他
に
手
捏

土
器
、
勾
玉
、
日
玉
な
ど
の
滑
石
製
模
造
品
な
ど
、
後
者
で
は
、
斎
串
、
刀
形

な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
。
奈
良

・
平
安
時
代
の
須
恵
器
に
は
、

「
西
家
」

「山

本
」
な
ど
と
苺
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
五
点
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
神
功
開
宝
が
二

点
出
上
し
て
い
る
。
木
筒
は
、
か
つ
て
溝
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
地
点
よ
り
多

数
の
土
師
器
、
須
恵
器
片
や
木
製
品
と
共
に
三
点
出
上
し
た

（う
ち
二
点
は
釈
読

不
能
）。　
付
近
に
は
、　
明
治
初
年
の
地
籍
図
か
ら
条
里
遺
構
が
確
認
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
高
床
状
建
物
や
木
衛
が
出
土
し
た
こ
と

に
よ
り
、
官
衛
跡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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容
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能
弾膊
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木
簡
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己
、
寺
崎

朱
広
両
氏
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（田
辺
常
博
）

(西 津)




